
                                                                       

2022 年 11 月 10 日 
各  位 

会 社 名  豊 ト ラ ス テ ィ 証 券 株 式 会 社 
代表者名  代 表 取 締 役 社 長 安 成 政 文 

(コ ー ド 番 号 ： 8 7 4 7、 東 証 ス タ ン ダ ー ド 市 場 ) 
問合せ先  専務取締役管理本部長 多々良 孝 之 

(T E L . 0 3 － 3 6 6 7 － 5 2 1 1) 

 

2023 年３月期第 2 四半期累計期間の連結及び個別業績見通しに関するお知らせ 

 

2023 年３月期第 2 四半期累計期間(2022 年４月１日から 2022 年 9 月 30 日まで)の連結及び個別業績につき

ましては現在集計中ですが、決算の概要がまとまりましたので速報値としてお知らせいたしますとともに、前

年同期実績と比較して差異が生じる見込みですので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
１．2023 年３月期第 2 四半期累計期間の業績速報値及び業績の差異 
（1）連結              (単位：百万円) 

 営 業 収 益 純営業収益 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属する 

四半期(当期)純利益 

当第 2 四半期連結累計期間速報値 
(2023 年３月期第 2 四半期累計期間) (A) 

3,169 3,161 542 586 340 

前 年 同 期 実 績 
(202 2 年３月期第 2 四半期累計期間 )  (B)  

3,139 3,129 550 605 354 

増 減 額 (A-B) 30 31 △7 △19 △14 

増 減 率 ( ％ ) 1.0 1.0 △1.4 △3.2 △4.0 

(参考 ) 2022 年３月期実績 6,715 6,694 1,369 1,463 975 

 
 

 

（2）個別              (単位：百万円) 

 営 業 収 益 純営業収益 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期(当期)純利益 

当第 2 四半期個別累計期間速報値 
(2023 年３月期第 2 四半期累計期間) (A) 

3,174 3,166 595 650 396 

前 年 同 期 実 績 
(202 2 年３月期第 2 四半期累計期間 )  (B)  

3,081 3,071 534 605 366 

増 減 額 (A-B) 93 95 60 44 29 

増 減 率 ( ％ ) 3.0 3.1 11.4 7.4 8.1 

(参考 ) 2022 年３月期実績 6,678 6,658 1,420 1,540 1,049 

 
 

 

 

 

 

 



２．差異が生じた理由 

（1）連結業績見込み 

2023 年 3 月期第２四半期連結累計期間における我が国経済は、ワクチン接種や感染対策の普及等に伴う経
済活動の正常化が進む中において、９月の日銀短観にて発表された業況判断指数(ＤＩ)は、大企業製造業にお
いては資源価格の上昇や円安ドル高による原材料コストの増加などにより景況感が悪化する一方、大企業非製
造業においては、建設及び物流関連など幅広い業種で景況感は改善を見せております。先行きの経済は、海外
経済の減速を背景に緩やかな伸びにとどまるものの、新型コロナウイルスの感染状況の落ち着きとともに個人
消費が本格的に回復に向かい、内需主導で緩やかに回復基調が続く見通しでありますが、消費者物価の上昇か
ら消費者の節約志向が高まり消費回復を頓挫させるリスクも含んでおります。 
一方、世界経済は、米連邦準備制度理事会(ＦＲＢ)の利上げを反映して財需要が減少する中、９月の米国供

給管理協会(ＩＳＭ)景況感指数は製造業においては企業マインドが悪化する一方、非製造業はサービス業を中
心に好調を維持しております。中国では９月に新型コロナウイルス対応の行動制限が再び発動されたことによ
る観光需要の抑制や工場の操業停止から景況感は一時的に下振れを見せております。先行きは米国においては
コロナ禍からのリバウンド消費が一服することに加え、政策金利の引き上げが需要抑制に作用し景気が減速す
ると予測され、中国においては感染縮小による活動制限の緩和が前提のもと、景気回復ペースが速まる見通し
であります。 
 
このような環境のもとで、当社グループの当第２四半期連結累計期間の商品デリバティブ取引の総売買高

622 千枚(前年同期比 15.2％減)及び金融商品取引の総売買高 1,831 千枚(前年同期比 12.9％減)となり、受入手
数料 3,239 百万円(前年同期比 9.5％増)、トレーディング損益 95 百万円の損失(前年同期は 173 百万円の利益)
となりました。 
以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は営業収益 3,169 百万円(前年同期比 1.0％増)、純営業収益

3,161 百万円(前年同期比 1.0％増)、経常利益 586 百万円(前年同期比 3.2％減)、親会社株主に帰属する四半期
純利益は 340 百万円(前年同期比 4.0％減)を計上する見込みであります。 
  

（2）個別業績見込み 

個別業績の対比につきましては、営業収益 3,174 百万円(前年同期比 3.0％増)、純営業収益 3,166 百万円(前
年同期比 3.1％増)、経常利益 650 百万円(前年同期比 7.4％増)、四半期純利益 396 百万円(前年同期比 8.1％増)
を計上する見込みであります。 
 

                                               以 上 


